










本論文は終章を含め 8 つの章から構成されているが、その概要は以下の通りである。 
	 第 1 章「本研究の課題と方法－日本社会における建築家の位置づけ」では、明治以降の
建築の歴史を踏まえつつ、建築家を社会学的に考察するための先行研究を検討し、本論文
全体の問題意識を提示した。 
	 第 2 章「建築家の生成と変容をめぐって－職能の確立と消費社会の関連性」は、戦後復
興から高度成長、消費社会へ向かう日本の建築家像の変容を、各種の建築雑誌や関連文献
を資料として読み解いた。 




	 第 4 章「文化的社会化と建築家の再生産の場としての大学教育－標準化されない技術の
習得を通したエートスの獲得過程」では、建築家エートスの涵養における大学教育の役割
を、教育現場への参与観察を通して明らかにしていくことを目指した。 
	 第 5 章「情報化と職能－コンピュータ・テクノロジーの進展と建築家の職能の変容」で
は、コンピュータの導入が建築家の職能にもたらした影響について考察した。 
	 第 6 章「脱埋め込み化の進行と建築家の役割の変容－1970 年代以降の建築と都市をめぐ
る状況から」では、都市論や災害復興論を含む現代社会論の観点から、70 年代以降の建築
家の役割変容を考察していくことを目指した。 
	 第 7 章「職能のフロンティアとしての「ローカル」－「ソーシャル・アーキテクト」と
再埋め込みの実践」では、2000 年代から現在にいたる新たな動きとして、地域を重視する
ソーシャル・アーキテクトの生成を、現場での参与観察とインタビュー調査を踏まえ、理
論的に考察していった。 
	 終章「後期近代と専門職のゆくえ」では、本論の締めくくりとして前章に続いて、後期
近代における建築家の職能の行方を展望している。 
	 建築家という職能は明治という近代社会の幕開けとともに導入された。戦後、とりわけ
1960 年代以降の消費社会の中で現在流通している建築家像が成立し、変容を繰り返してい
る。時代とともにダイナミックに変容していくその職能は、後期近代社会の諸相の影響を
色濃く反映しつづけているのである。 
	 現代活躍している建築家は戦後、1960 年代以降の「社会的総空間の商品化」という状況
下で成立していった。さらに 1970 年代以降、住宅メーカーが販売する画一的なデザインの
住宅に対して、奇抜な素材やデザインで構成された「個性的」な住宅で勝負をかけた建築
家は、消費社会の中で希少性とオリジナリティを獲得することに成功することで生き残っ
ていった。建築家自身もブランド化し、作家や芸術家、文化人の特徴を併せ持つような存
在、いわば消費社会における文化的スターの座を確立していった。しかし 1970 年代以降、
モニュメンタルな建築が建てられなくなり「個」としての建築家は後景に退く。代わって
専門家システムが前景化され、外観よりも内部のアクティビティが重視され、建築はシェ
ルター化、パッケージ化し、華美な意匠をまとった建築はハコモノという蔑称で呼ばれは
じめた。1990 年代以降、阪神・淡路大震災を経るなかで脱埋め込みがすすみ、「安全・安
心」という象徴的通票の加速度的な流通と、専門家システムの再編／強化が進行した。そ
れと相俟って「便利／快適」という象徴的通票が広く流通し、駅前の再開発や、郊外型シ
ョッピングモールにおいて空間化されていった。そのような「アーキテクチャ」に支配さ
れる「空間」の設計から建築家は疎外され、表層の料理人に成り下がった。2000 年代以降、
アーティストによせた建築家像が高感度な人々の視線を招きよせる一方で、専門職として
の建築家の形象はますます後景化し、建築家は趣味的な一部の人々の文化的な嗜好を満た
すための存在へと矮小化されてきた。 
	 こうした一連の流れの中で、地域づくりブームが建築界にまたとない好機として捉えら
れ、多くの建築家がまちづくりやコミュニティの再興に関わりはじめている。彼らがそこ
に引き寄せられるのは、新築に代わる新たな需要を期待できるという要因よりも、むしろ
建築家が関わることが期待されるプロジェクトが「社会や人の役に立つ」という確かな手
応えを建築家にもたらすからである。しかし、そのようなコミュニティの再興や地域づく
りは、それを破壊した新自由主義を食い破るものではなく、新自由主義を補完していく側
面を持つ。それゆえ、彼らの「仕事」は「社会参加」に読み替えられ、参加型市民社会の
美名の下に専門職サービスが搾取される契機を含むのである。建築家は地域と切り結ぶこ
とで新たな職能を確立できるのか、それとも専門家の社会参加に包摂されていくのか、建
築家の職能は今まさに分水嶺に立っているのである 
